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 ９月１日（金）第２学期の始業式と学級委員

任命式が行われました。暑さ対策のため、テレ

ビ放送でした。 

  

校長あいさつでは、 

終業式に出された２つ 

の宿題の確認と２学期 

を乗り越えるためのや 

る気を出すコツや、生 

徒のみなさんに望むこ 

とを話していただきま 

した。 

『やる気を出すコツは３つあります。１つ目

は、「体を動かすこと」、２つ目は「いつもと

違うことをすること」、３つ目は「ごほうびを

与えること」です。２学期にスタートの脳をご

機嫌にして、やる気も集中力もアップさせてい

きましょう。』 

 『２学期は、一年で最も充実した学期になる

でしょう。その反面やることもたくさんあって

忙しい学期でもあります。そこで大事なこと

は、皆さんが「やらされるからやる」という意

識ではなく、「目標に向かう過程（プロセス）

が自分をつくるんだ」と意識して行動すること

です。自分をつくる責任者はみなさん自身、自

分です。「主体的」に取り組み、その「過程」

を大切にし、仲間と共に成長する学期にしてほ

しいです。』 

２学期に向けての大切なお話でした。みなさ

んが充実した生活が送れるようにと想いが込め

られていました。 

 

その後、生徒代表決意 

のあいさつでは、１年生 

代表の加藤稜貴さんが、 

「どんな自分になりたい 

か、どんな学級、学年に 

なりたいか」ということ 

で自分自身と学級・学年の目標を大きな声でし

っかりと発表しました。 

２年生代表の平田 

琥太郎さんは、緊張 

も見せない落ち着い 

た様子で、２学期に 

頑張りたいことを３ 

つ発表してくれまし 

た。学級委員としての決意も立派に発表でき、

学校の心臓と言われる学年として頑張りたいと

気合が入っていました。 

 

３年生代表の坂本 

悠斗さんは、受験生 

として山場となる２ 

学期を迎えるにあた 

っての頑張りたいこ 

とを３つ発表しまし 

た。初めての学級委員としての不安や意気込み

も語ってくれました。 

 

 それぞれの学年から１学期の反省をもとに、

２学期に向けての意気込みを発表してもらいま

したが、どの学年も気合の入った良い発表で、

これからの学校生活が楽しみになりました。 

 また、発表内容も暗記していて、特に３年生

の坂本さんは、原稿なしでの発表でとても感心

しました。相当な練習を積み、緊張度も高かっ

たと思いますが立派に成功させました。 

 

 学級委員任命式も行われ、いよいよ新しい体

制で２学期がスタートします。とっちゅう生の

さらなる成長を楽しみに、見守りとサポートを

していただければ幸いです。 

学校だよりコーナー 

任命式は、１年
生加藤さん、２
年生丸尾彩寧さ
ん、３年生坂本
さんが代表で任
命状をもらいま
した！ 

校 訓 

自主・協同・創造 


